Proceeding for the presentation
ATLAS名古屋チームの現状と戦略

名古屋大学理学研究科准教授
戸本　誠
　2009年秋から本格始動をしたLHC実験は、2009年12月8日、世界最高衝突エネルギー2.36TeVの陽子・陽子衝突を実現した。2010年以降からは、7TeVの衝突エネルギーによる運転を実施し、2010年内に積分ルミノシティー(L)= 200pb-1、2011年にはL=1fb-1を目指す。そして、１年のシャットダウンの後、設計値である14TeVの衝突に挑む。こうした実験背景の中、昨年度の評価委員報告で指摘された、

1. 若手研究者を中心とするTGC運転を中心とする成果の積み上げを維持し、ATLAS全体の中でのvisibilityを高める努力

2. 物理解析へと食い込む戦略を明確にし、推進すること

3. タウ・レプトン物理研究センターの中心課題として強力に推進していくこと

の3点を絶えず頭に残しながら、N研で最も大きな10名程度の組織へと成長したATLASチームを率いることを意識した。 2009年度研究の特徴は、物理研究に対して、私たちにとって最適な研究方向を示し、それに向けた具体的な物理解析をスタートさせた事であろう。そして、物理解析へと研究の軸を移動させながら、TGC検出器の維持運転を継続し、検出効率のより定量的な理解し、物理データ収集に向けた性能評価を実施している。以下にTGC検出器研究の現状と物理解析に対する戦略とに分け、2009年度のATLASチームの活動報告をさせてもらう。

TGC検出器解析

名古屋大学グループがこれまで積極的に研究を展開してきているTGCμ粒子トリガー検出器は、99.4%の稼働率で宇宙線データ、およびビームデータの収集を続けている。杉本研究員と博士課程学生（奥村、高橋、長谷川）が中心となって、エキスパートとしての運転維持を行い、修士課程学生（伊藤、岸木、若林、志知）が中心となってデータを用いた性能評価解析を行なった。特に、トリガー検出器として最も重要な性能の指標となる検出効率の解析で私たちは成果をあげている。宇宙線データを用いた解析により、検出器内部のワイヤーサポートのある不感領域とそれらのない有感領域とを正しく切り分けた検出効率の導出に成功した。さらに、10種類のTGC検出器の個性を検出器原理に基づく指標により個別に検出器性能を定量的に評価し、高電圧や閾値電圧を定量的に定めた。より負荷の少ない動作条件で高い検出効率を維持する検出器運転を実現し、この運転条件が2010年の物理データ収集時の基本条件とした。今後は、ビームデータでのみ実現可能な時間的・空間的アライメント、J/ψ、Zなどの物理事象を積極利用した性能評価の方向へと研究を以降させていく。

物理解析戦略

昨年度の評価委員報告で指摘されたように、物理解析課題に関して、グループ内で多くの議論を実施した。長期的な目標として、

1. ヒッグス粒子とフェルミオンとの湯川結合定数の測定、特にttH生成過程による湯川結合の測定

2. 超対称性粒子などの新粒子の発見後に重要となる新物理の性質理解

を研究対象としたい。これを着実に積み上げて行くため、短期的な計画して、トップクォーク対生成断面積の測定（奥村、高橋）へと研究を展開している。この解析の特徴は、①実験初期段階で確実に測定可能な物理量である、②ttH過程による湯川結合測定で不可欠な測定量である、③荷電ヒッグス粒子などの新物理に感度があることがあげられ、長期的目標と良く合致している。さらに、タウ・レプトン物理研究センターのBelle実験のタウ・レプトン、B中間子に本研究のトップクォーク物理を新たに足し、第３世代に着目したセンター研究として補完的な研究が期待できる。具体的には、奥村がdi-muonを終状態による解析、高橋がタウ・レプトンを含む終状態による解析を展開している。よって、トップクォーク対生成断面積測定を通じて、これまでのμ粒子検出器のノウハウを利用し、将来の新物理解析への前段階としてのタウ同定へと解析を展開し始めた。そして、2010年度は、戸本が優秀若手派遣事業科研費によるCERN滞在を行なう。トップクォーク対からttH解析に向けた研究展開を模索することが目標である。2010年度は、奥村、高橋、長谷川に加え、GCOE博士留学生としてLjiljana MorvajがATLASチームに加わる。超対称性粒子探索などの研究へと名乗りをあげたいと考えている。

以上のように名古屋大学ATLASチームは、４年目をむかえ、検出器コミッショニングから物理解析へと研究の軸の移動を始めた。2010年と2011年は7TeV衝突物理データが収集され、エキサイティングな実験期間に突入すると同時に、　我々の真価が問われる重要な時期である。その前準備に向け動き出した我々のここ１、２年の研究に期待して頂きたい。
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